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先進校視察報告 2020. 1. 10 

長野県白馬高等学校 

副校長  吉野 雅史 

総括教諭  野秋 貴浩 

     

１  はじめに 

 訪問先の長野県白馬高等学校は全国募集を行ってお

り 、 寮や公営塾など村の協力のもと学校運営を行って

いる。また、本校と同じく 「 地域魅力化型」 にも指定さ

れており、学習面においても地域と協働し、地域の特徴

を活かした授業を展開している。  

 

２  長野県白馬高等学校の概要 

 長野県白馬高等学校は昭和23年５ 月に長野県大町北

高等学校定時制分校として設置認可され、昭和26 年４

月１ 日より 長野県白馬高等学校（ 設置者： 長野県白馬高

等学校組合） として開校した。 平成26 年には「 長野県

高等学校再編基準」 に該当し、白馬、小谷両村が県教委

へ「 白馬高校の経営、運営に参加する地域案」 を提出し

た。翌年より「 国際観光科」 の設置が決定、長野県、県

教委、白馬村、小谷村とで「 白馬高校に関する連携協定」

が調印された。平成28 年４ 月１ 日に新たに全国から生

徒を募集する国際観光科（ 生徒定員40名）が開科され、

普通科（ 生徒定員40名）と合わせて２ 科体制となった。

現在では、 タイ国 20 校と学校間連携協定書を締結し、

デュアル実習、 高校生ホテル実習等地域の特色を活か

した授業を展開している。  

 

３  長野県白馬高等学校の教育課程 

白馬高校の特色教育として「 観光教育」「 環境教育」

「 異文化理解教育」「 山岳教育」「 社会体験/地域協働」

が行われている。 観光教育では地元ホテルやカフェレ

スト ラン等と協力して、「 高校生ホテル」「 高校生レスト

ラン」「 ツアー実習」 等課外活動を中心として行ってい

る。環境教育では、環境Ⅰ、環境Ⅱの授業として地域環

境の調査研究等を主に行っている。 異文化理解教育で

は、海外からの移住者、旅行者との関わりやブリティ ッ

シュスクールイン東京との学校間交流を行っている。

カリ キュラムの中で、 生徒が積極的に学校外で活動す

る時間を設けているのが特徴的である。  

また、高校生ホテルやデュアル実習など、企業の一員

として責任のある中で実習が行われており 、主体的・ 能

動的な「 おもてなし精神」 を実践の中で学んでいる。  

 

４  公営塾「 しろう ま学舎」、 寮生活ほかについて 

 学校と連携した学習指導体制の中で、 村が運営する

公営塾を敷地内に設置している。この学びの延長で、信

州大学と村が提携しプロジェクト 学習を実施している。

主に活動している生徒は10 名。生徒企画で世界統一行

動日に気候変動マーチへの参加を呼びかけ、 実践した

り（ 120 名参加） 白馬 SDGs ラボの運営や村長への政策

提言など、地域と密接に関わった主体的・ 能動的な活動

が行われている。  

また、白馬村、小谷村が主となり、グローバル講演会

『 本物に触れる機会を』生徒へ提供している。講師とし

て岡田武史元サッ カー日本代表監督やパタゴニア日本

支社長、元宇宙飛行士山崎直子氏など、一線で活躍して

いる講師陣が生徒の活動を支援している。 依頼や謝金

等調整は全て行政側が行っている。  

寮の運営は白馬村、小谷村両村が行っており、３ 食光

熱費込みで生徒負担は月額 50, 000 円。 現在は 70 名程

が入寮し学校生活を行っている。また、舎監とハウスマ
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スターが常駐し生徒の対応をしている。  

 

５  白馬山麓事務組合について 

 白馬山麓事務組合は白馬村長を管理者として組織さ

れ、白馬高校支援係が高校の運営を支えている。公営塾

の運営や寮の運営、全国募集に関わる費用や講演会、プ

ロジェ クト 学習における支援など、 学校の根幹を支え

る活動を白馬村、 小谷村両村からなる白馬山麓事務組

合が担っている。なお、年間予算は約２ 億円。白馬高校

は行政側の熱い思いが学校を支えているという 、 強い

印象を今回の視察では感じた。  
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先進校視察報告 2020. 1. 10～13  

宮崎県立飯野高等学校 
総括教諭 山口 正夫 

教諭 鈴木竜太郎 
教諭 瀬戸 淳一 

 

 

１  はじめに 

 宮崎県立飯野高等学校が開催した「 グローカルリー

ダーズ サミ ッ ト  i n 飯野高校」 を３ 日に渡って視

察した。１ 日目は「 グローカルリ ーダー学習発表会」 と

して飯野高校での実践が発表され、 ２ 日目に参加各校

の事例発表や、ゲスト による講演会などが行われた。３

日目には参加校やえびの市市民、 参加校教員が同じテ

ーブルについて意見交換会が行われた。なお、今回のグ

ルーカルリ ーダーズサミ ッ ト は、 飯野高校の生徒が発

案・ 運営したという 。  

 

２  飯野高等学校の探究への取組について 

同高は、 数年前までは統廃合がささやかれ続けたも

のの、 地域との連携活動などによって小規模校ながら

も独自の地位を占める高校になった。また、１ つの学年

には普通科２ クラス（ 総合コース１ クラス、探究コース

１ クラス）、生活文化科１ クラスが展開されているとい

う 。探究活動では、ポスターセッ ショ ンなどにとどまら

ず、 実践型の探究活動を展開していることが大きな特

徴である。なお、１ 日目の発表会は地元中学生（ 同校は、

地元の小中校との連携を進めている）や他の参加校、来

賓等を交えて行われた。  

 普通科（ 探究コース） では、生徒自らが身の回りや地

域の課題を見つけ、その解決に向けて研究、実践してい

く 活動を展開している。たとえば、国際交流に関する探

究、地域の鉄道について、子育て支援についてなどの探

究などの発表を聞く ことができた。  

印象に残った取組を一つ取り 上げる。たとえば、子育

て支援プロジェ クト 。虐待のニュースを聞き、虐待の背

景を調べたう えで、育児に対する支援の必要性を痛感し

たのが背景にあったとのこと。アンケート や市役所で話

を聞く などして調査を進め、虐待の原因を育児スト レス

と 捉えて精神的スト レスのケアなどに焦点を絞った活

動を展開した。 具体的には NOGI KUという イベント を展

開し、イベント 会場で母親にはアロママッサージなどを

行いスト レスの発散を行う 一方、高校生がその間、子供

の面倒を見るなどするという もの。すでに 3 回程度開催

し、よい評判得ているという 。この高校生は産婦人科の

医師の講演会への参加や、子育て支援センターへの訪問

などを通じて理解を深めたり しているという 。  

どの活動も動機が明確になっているほか、 それら生

徒なり にしっかり と調査を行って実態を把握したう え

で考察が進められており 、 課題解決に向けたアイデア

やアイデアの実現に向けた高い行動力を発揮していた

点が印象的であった。また、先述した通り、なぜこの活

動を行う 必要があったのか、 動機の部分も含めて論理

的で説得力のある発表となっており、 実際の活動だけ

でなく 、 発表そのものもよく 練られたものとなってい

た。  

 

３  自治体との連携について 

えびの市が飯野高校に対する支援事業を展開してお

り、各種検定試験や通学費用に対する補助、奨学金（ 各

学年10 名程度） の支給、 公営塾の設置、 全国募集枠で

集まった生徒に対して下宿費の補助、 講演会などの実

施といった手厚い支援が行われている。また、探究活動

においても様々な形で協力がなされているよう だ。  

 

４  振り 返り として 

飯野高校の探究活動に接し、 肌で感じたのは生徒が

探求を「 ジブンゴト 」として夢中で取り 組んでいること

と、楽しんで探究を進めている点が印象に残った。また、

そこまで生徒を夢中にさせるためには、生徒が「 やらさ

れている」 のではなく 、「 自分がやり たく て」 やってい

るという 方向にもっていく 必要があり 、 この点が探究

活動の成否を左右するカギになりそう だ。  

また、 探究活動を進めている先生方も楽しみながら

生徒を導いているよう に見える。 生徒が目の前でどん

どん成長している姿を見るとやめられないと、 飯野高

校の先生が語っていたのが印象的であった。 生徒が夢

中になる以上に、 教師が夢中になって探究活動をやら

せているよう に見えた。 探究活動を行わせている教師 

本人が生徒以上にエネルギッ シュであり、 楽しんでい 

ることがとにかく 印象に残った。  

 

 

 

 



66 
 

先進校視察報告 2020. 1. 16-17 

関西方面視察 

     

        

  教諭  假野  聡 

教諭  山内 未来 

教諭  山本 和貴

 

１  はじめに 

 今回の訪問では、 兵庫県立東灘高等学校（ 兵庫県）、

兵庫県立舞子高等学校（ 兵庫県）、 兵庫県立夢前高等学

校（ 兵庫県）、 兵庫県立川西明峰高等学校（ 兵庫県） に

訪問し、「 防災」「 ＳＤＧs」「 地域との協働」 について各

校の取り組みについて学んだ。  

 

２  兵庫県立東灘高等学校 

 兵庫県立東灘高等学

校は、人工島「 深江浜町」

に建てら れた学校であ

り、 １ 学年300 人程度の 

規模である。 東灘高等学

校では「 医療看護・ 保育

類型」 を設置しており 、

学校設定科目として「 看

護医療探究」 が設定され

ていた。  

 東灘高校で行っている防災活動として、 水平避難訓

練があげられる。東灘高校は人工島に立地しており 、本

土に逃げるためには一つの大きな橋を渡るしかない。

もし南海ト ラフ地震が起きれば、 90 分ほどで津波が島

を襲う と言われている。そのため、南海ト ラフ地震のこ

とを想定して、学校から橋を渡り 30 分以上ゆっく り 歩

いて安全な場所まで避難する避難訓練を実施している。

また避難経路を考える際に、 橋が崩落していないかを

確認することを前提としたド ローンを用いた防災活動

を行っているという 。ド ローンを用いた防災活動は、10

人弱の生徒が有志として行っているよう だが、 ド ロー

ンにかかる費用や管理の面で苦慮することが多く 、 ド

ローンを用いた防災教育を教育課程に位置付けて実施

するにはまだまだ多く の課題があるという 。  

 

３  兵庫県立舞子高等学校 

全国で最初の環境防災科を設置した学校である。 こ

の学科は2002 年に設置され、３ 年間の準備期間を経て

現在実際に動いている。 準備期間の時には各教員が大

学の授業に赴く など知識を増やすことを行ない、 ３ 年

間で生徒に教えられる知識がある状態で実際に科が動

き始めた。しかし、一年で完成を目指さずに年々アッ プ

ロード させ教員も一緒に考え、 一緒に勉強していると

のことであった。評価方法については、防災科の授業で

は自己評価や相互評価、 レポート やプレゼン発表など

で評価しているよう だ。  

本校の現状を伝えてアド バイスをしてもらったとこ

ろ、まずは「 人づく り」「 地域づく り」「 絆づく り」 を考

えたらどう かと言われた。「 人づく り 」 とは、「 災害の時

生き残れる人間になる（ サバイバー）」 と「 災害被害者

の支援者（ サポーター）」 を育成することを指し、 災害

のメ カニズムの理解（ 理科）、 情報を集めてデマを見極

める（ 情報）、 土嚢の作成・ エコノ ミ ークラス症候群の

対策方法（ 体育）などを行う 授業が実践できるのではな

いだろう かという アド バイスをいただいた。「 地域づく

り 」 とは町歩き等のフィ ールド ワークを通じて地域の

属性や社会背景などを調べて生徒が地域に提言するこ

とをさしている。 地域の防災訓練への参加なども提案

していただいた。「 絆づく り 」 とは災害弱者になりやす

い外国人に対して何が出来るか調べることを指し、 や

さしい日本語（ 国語）、 海外の災害に対して離れたとこ

ろから何ができるか（ 英語）、スフィ ア基準（ ＳＤＧｓ ）

など、 教科横断で防災教育を実践していけばいいとい

う アド バイスをいただいた。  

また、「 キャリアと防災をどう 繋げるか」 という こと

について舞子高校では、キャリアを先に考えてから、そ

のキャリアについて防災を考えるよう にしている。 例

えば保育士を目指す生徒には保育士になってから児童

をどのよう に守るのか、 建築関係を考える生徒には防

災に強い町づく り はどのよう に作るのかなど、 キャリ

アから防災を繋げていく ことを考えさせていた。 そう

することで生徒が防災を自分事として捉え、 主体的に

活動していく システムが構築される。 防災教育には正

解はなく 、教員が答えを出さないことが大事であり、生

徒一人一人が考え答えを出してきたことが全部正解に

なっていく と考える。   
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４  兵庫県立夢前高等学校 

 地域アクティ ブ類型（ 将来地域を支える人材の育成

を目指す） が設置されており、地域に密着を目指し、将

来夢前の町で地域を支える人材の育成などを目指す学

校である。夢前高校では、学校に畑を作り（ 農業の専門

の方を招いて、農業のアド バイスをもらったり 、月に一

回来てもらい、 畑を見てもらったりなど）、 地元の幼稚

園児に芋掘り 体験などを行い地域との交流を行なって

いる。また、毎年三年生がチューリ ッ プを育て小学校の

卒業式に送るなど少しでも地元に密着出来る様なこと

を行っていた。他にも小学生とかるた大会や、キャリ ア

ステッ プの一環として 3 年生では、 乳児の母親を講師

として招き保育について学ぶ機会がある。 夢前高校で

は、 出来るだけ地域の方々に夢前高校の取組を知って

もらえるよう に夢高新聞（ 学校新聞）を地域に配布し、

発表会等には地域の方々に来てもらえるよう に呼びか

けを行っており 、 地域との協働に力を入れていた。  

 

５  兵庫県立川西明峰高等学校 

 兵庫県立川西明峰高等

学校は、教育活動全てをＳ

ＤＧs の 17 の目標に照ら

して再編成し、現在、ユネ

スコスクールにチャレン

ジしている学校である。特

色と し てグローバルキャ

リア類型を設置しており、

ＳＤＧs の学習の導入として「 2030ＳＤＧs」 カード ゲ

ームを取り 入れているよう である。 ２ 学年から本格的

にグローバルキャリア類型は始動するが 1 学期は自己

理解や外に目を向ける授業の実施、2 学期は探究とＳＤ

Ｇs を絡めて自ら関心あることを掘り 下げる探究活動

を行っていき、 ３ 学年では個人での課題研究に取り 組

んでいく という 流れができていた。しかし、そんな川西

明峰高校も数年前は組織で動いておらず当該学年に属

している学年団や、 ある一定の人にのみ負担がかかる

体制だったよう である。 教育活動を持続可能なものに

するためには、 それをファシリテート する組織が必要

であり、組織で動く ために、まずは年間の流れをきちん

と作ることが必要であるとのアド バイスを頂いた。 校

内の掲示物のいたるところにＳＤ Ｇs マークを取り 入

れており 、日ごろから生徒に自分たちの行動がＳ ＤＧs

の目標の何につながるかを意識付けしていた。 研修体

制に関しては、 学校外に出かけての研修では時間が限

られていて難しいので、 学校に来てもらえる研修を行

っていた。また、県からインスパイアハイスクールとし

て予算がついており 、 その主な使い道は生徒派遣費用

や外部講師への謝礼、教員の旅費等とのことであった。 

 

６  学校訪問を終えて 

 今回の視察は防災とＳ ＤＧs の取組を学ぶために行

ったが、 防災に関しては生徒に自分事として捉えられ

るよう な防災教育をする必要があると感じた。 現在の

避難訓練も、もっと現実に即したやり 方でやれば、災害

が起きた際に慌てず動く ことができるだろう し、また、

学校が避難場所に指定されているので、 災害が起きた

時に高校生や教員は避難場所でどのよう な動きをする

べきなのかを事前に知っておく ことが大事であると感

じた。「 もしも…」 や「 いざという 時…」 のことを想定

した防災教育を行っていければいいと思う 。また、ド ロ

ーンの活用に関しては、 ド ローンはあらゆる場面で使

え、非常に便利なものである一方、金銭面や管理面で苦

労することが多いという ことが分かった。また、防災教
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育でどのよう にド ローンを使う のか、 なぜド ローンを

使う 必要があるのか、をしっかり考えなければ、ド ロー

ンを活用した防災教育が生徒の中で「 ド ローン操作は

楽しい」 で終わってしまう のではないかと危惧される。

ド ローンの所持に関する課題や活用方法の工夫などド

ローンを扱う 際は考えなければならないことがたく さ

んある。  

 Ｓ ＤＧs においては、ＳＤＧs の学習は「『 未来探究』

のこのコマで扱ったから良い」という のではなく 、あら

ゆる事柄につなげて体系的に学ぶのが効果的であると

感じた。「 未来探究」の時間だけではなく 各教科、行事、

掲示物、生徒に配布するもの等でＳＤ Ｇs を扱う ことで

「 自分たちの様々な行動がＳＤ Ｇｓ の目標につながっ

ている」と意識させられ、生徒たちの思考の仕方も広が

るのではないだろう か。また、探究活動を行っていく 上

で組織として、 方針を決めて持続可能な授業をするこ

とが必要である。（ 山内）  

 今回の視察では防災と地域との関わり を学ぶために

行った。 舞子高校では防災科があることで防災の授業

や地域との取組がとても優れていた。 阪神淡路大震災

が過去にあったことで、 いかにその震災を後世に伝え

ることや、 減災についてなどをしっかり と授業の中で

生徒に取り 組ませていた。なによりも、私が行った 2 校

とも職員が一致団結しており、 しっかり と生徒の為に

何が出来るのか、生徒の将来を考え、今必要なことなど

をしっかり と考えていたことに驚きを感じられた。 し

かし、始めは苦難続きの連続で、縦割りの中で職員が動

いていたなど、本校と変わらない現状であったが、初動

期に関しては横断の考えを持たないといけないことが

大事だと気づき、誰か任せではなく 、自分に何が出来る

のか、 何が必要かなど考えることに思考の変化が芽生

え始め今があるとのことであった。 初めのう ちは上手

く いかないことの方が多いがやる気のある人間で動い

て他を巻き込むよう に動いていかなければ、 いつまで

も前に進まない。 誰かを変えるのには大変な労力を使

う ので、 自然と変わるよう に動ける人が最初はどんど

ん動いていく べきだ、とのことである。その話を聞いた

ときに確かにそう だなと思った。 まずは現状に嘆く 暇

があったら今の自分に何が出来るか考え、 アイディ ア

をまずはしっかり と形にしていきたいと考えられるよ

う になった。私は正直、舞子高校で働きたいと思った。

だから職員が山北高校で生徒を教えたいと思えるよう

な学校にしていきたいと思う 。 その為に生徒にもワク

ワクがとまらないよう な授業や、 魅力ある学校をこれ

からも考えて形にできるよう 努力をしていきたい。（ 假

野）  

今回は防災やＳ ＤＧs、 地域との協働の取組を学び、

先進校との情報共有をして本校の現状を伝えアド バイ

スをいただく ことを目的に視察に行って来た。 見学し

たどの学校も、指定された事業を学校全体で、そしてあ

らゆる場面で取り 組んでいた。 例えば舞子高校では防

災科の取り 組みを様々な教科に関連させたり 、 キャリ

ア教育にも結び付けたり しており 、 防災を軸に学校運

営をしていた。また、川西明峰高校では、ＳＤＧｓ を意

識しユネスコスクール加盟を目指すという 取り 組みを

学校全体で取り組んでいた。このよう に本校でも、探究

の時間を当該学年だけで取り 組むのではなく 、 すべて

の教員があらゆる場面でＳ Ｄ Ｇｓ 及び地域との協働の

指定に関わる必要があると改めて感じた。 本校の現状

では、 ＳＤ Ｇｓ を推進する側の我々が持続可能になっ

ていないと考えられる。 視察に行った両校でいただい

たアド バイスはいずれも、 教員同士の連携が不可欠と

いう こと、 生徒にはまず初めに知識をきちんと与える

こと、そのためには教員が知識を得る必要があり、準備

期間のう ちに勉強会や視察等を行う という ことであっ

た。 どの学校でも新しい取り 組みの初動期は苦難が多

い。それでも、生徒のために、学校のために何ができる

かを考えながら諦めずに取り 組みたい。（ 山本）  
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先進校視察報告 2020. 1. 23 

浜松学芸中学校・ 高等学校 

総括教諭  野秋 貴浩 

 

１  はじめに 

 今回の訪問は、「 地域協働・ 探究学習意見交換会」

と題し 、 地域協働に関わる探究学習を行っている近

隣５ 校が集まり 、 参加校間の情報や問題の共有と意

見交換、 また、 浜松学芸高校の活動視察を目的に行

われた。 参加校は、 本校以外では浜松学芸高等学校

（ 静岡県）、桜丘高等学校（ 愛知県）、常葉橘高等学校

（ 静岡県）、 県立紀南高等学校（ 三重県） であった。 

 

２  浜松学芸高等学校の取組について 

 現在、 浜松学芸高等学校の探究学習の取組は、 社

会科学地域調査班（ 26 名） が中心となって行ってい

る。 来年度より 、 これまでの地域調査班の取組を元

に、 地域創造コース（ 40 名） を設置する。  

 地域調査班の活動では、 観光甲子園等のコンクー

ルへの応募や地域の特産品を活かした商品開発など

企業と連携し行われている。  

学習のキーコンテンツとして１ 年生では企業から

与えられたプロジェ クト の取組が主となる「 プロジ

ェ クト 学習」、２ 年生以降は企業提案を主とした「 ク

エスト エデュケーショ ン」 が行われており 、 企業と

連携し 実践力とともに課題解決力の育成に力を入れ

ている。  

 また、「 地域の魅力の見える化」、「 人をつなぐ化」、

「 理念を伴ったブランド の確立」 をテーマとし て学

習を行っている。  

現在では多く の取組が認められ、 天浜線のポスタ

ー作製や県立森林公園のCM受注、摘果みかんの販路

拡大など活動は多岐に渡っており 、 盆踊り イベント

の企画など「 モノ づく り からコト づく り 」 へと 活動

は変化している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  各校の情報共有と意見交換 

（ １ ） 学校設定科目の評価について 

５ 段階評価、ABC評価、文章評価など各高校で異な

るが、すべての学校で評価を行っている。しかし、意

見の中には評価をすべきなのか？といった意見もあ

った。  

（ ２ ） 浜松学芸高等学校の地域創造コースのカリ キ

ュラムについて 

現在の地域調査班の取組を、 地域創造コースのカ

リ キュラムとしていく 予定だが、40名が限度である。

学校設定科目の「 地域創造」 が週５ 単位の予定で、フ

ィ ールド ワーク等積極的に行えるカリ キュラム編成

となっている。  

（ ３ ） ３ 学年を見越した探究学習について 

現在は単年度で実施している探究学習だが、今後、

３ 年間を見越しどのよう に展開し ていく か、 多く の

学校で課題として挙げられた。  
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浜松学芸高校では、 １ 年生はクラス単位で活動を

行い、 ２ 、 ３ 年生ではクラス単位での活動は行わな

い計画である。 １ 年生で探究学習に必要なこと を徹

底的に学習し、 ２ 年生、 ３ 年生では３ 年生がプロジ

ェ クト リ ーダーとしてタテ割り のユニッ ト とし て活

動する計画である。  

良い伝統を先輩が後輩へ引き継いでいく ことで、

持続可能な活動と変化していく 。  

 

４  振り返りとして 

多く の学校で試行錯誤の中、 様々な学習が展開さ

れおり 、 情報や課題を共有することにより 自分自身

のエネルギーとなった。「 教師が楽しく なければ生徒

は楽しく ない」「 住んでいる人のQOLを上げれば観光

は自然と上がる」 など、目標となる言葉もあり、今後

の探究学習の一助となる時間と なった。 今回の意見

交換会を企画してく れた浜松学芸高等学校に感謝し

たい。  
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先進校視察報告 2020. 2. 6 
熊本県立上天草高等学校 

教諭  角田 龍之介 
     

１  はじめに 

 今回の訪問では、『 文部科学省「 地域との協働による

高等学校教育改革推進事業（ 地域魅力化型）」 １ 年次研

究成果発表会』と題し、上天草高等学校の地域協働に関

わる活動についての発表を見た。 熊本県内外の高等学

校14 校の他、 小学校、 中学校、 大学、 様々な企業が集

まった。参加校は、本校以外では三崎高等学校（ 愛媛県）、

大口高等学校（ 鹿児島県）、熊本高等学校（ 熊本県）、熊

本西高等学校（ 熊本県）、湧心館高等学校（ 熊本県）、菊

池高等学校（ 熊本県）、菊池農業高等学校（ 熊本県）、鹿

本商工高等学校（ 熊本県）、矢部高等学校（ 熊本県）、小

国高等学校（ 熊本県）、八代工業高等学校（ 熊本県）、御

船高等学校（ 熊本県）、 天草工業高等学校（ 熊本県） で

あった。その他、熊本大学や東海大学の教授、熊本県教

育庁などの参加もあった。  

 

２  上天草高等学校の探究への取組について 

 上天草高等学校は、 平成30 年度より「 スーパーグロ

ーバルハイスクール指定校」 を受けて地域との協働に

取り組んできた。また今年度より、本校と同じ文部科学

省「 地域との協働による高等学校教育改革推進事業（ 地

域魅力化型）」 の指定を受けた。 カリキュラム開発等専

門家に上天草市松島町教良木で「 地域おこし協力隊」と

して活動中の元田有祈さんのサポート を受けて探究活

動を進めている。  

 １ 年生では、探究活動を「 上天草プロジェクト Ⅰ」 と

称し「 聞く 」「 話す」「 表現する」 をテーマに授業を展開

している。地域の現状を理解し、その中から課題を発見

し、分析する力、克服して解決に導く 力を養う 授業を行

っている。「 人に感謝される稼ぎ方」 を主軸にテーマを

設定し、「 高校生ビジネスプラン・ グランプリ 」 に応募

していた。また成果をまとめて、３ 月の発表会でスライ

ド を用いて「 ビジネスプラン」について発表を行った。  

 ２ 年生では、１ 年で行った「 上天草プロジェクト Ⅰ」

を発展した「 上天草プロジェクト Ⅱ」の他に普通科の生

徒には「 地域起業研究」と称し上天草企業の事例研究、

商品開発の理論と実践、 マーケティ ング理論講座を設

定し、 地域現状の課題に対して論理的思考によって解

決の糸口を導き出す力を養う 授業を想定している。 ま

た 2 年次でもビジネスプランを考え、 11 月に中間発表

をして２ 月に研究成果発表会を行う 。  

 ３ 年生では、普通科で「 地域イノ ベーショ ン研究」 と

題して観光ビジネス講座やビジネスマネジメ ント 講座、

グローバル経済講座等を中心に取り組む。 既存産業を

従来にない枠組みで結びつけたり 、 地域資源を生かし

た新事業の立ち上げや技術革新を行う など、 地域の課

題を打破するために柔軟な発想で変格をもたらす力を

身に付け、 論理的思考によって解決の糸口を導き出す

力を養う 。  

また、中高一貫の起業家教育を通して、中学校と連携

し生徒を「 エキスパート 生徒」として中学校の授業に参

加させ、 起業家教育における課題研究についてアド バ

イスを行う 。  

 

３  探究活動の評価開発の取り組みについて 

 探究の授業において生徒を評価するために、「 ルーブ

リッ ク評価」を行っている。生徒に身に付けてほしい力

として「 聞く 」「 話す」「 表現する」 を基本・ 応用・ 発展

として段階的に評価している。  

 

４  研究発表を通して 

各班が上天草の特色を生かしたビジネスプランを展

開していた。 例えば市内の課題として、「 猪による作物

被害」 があり、その解決策として「 天草ジビエプロジェ

クト 」 と題して「 牡丹鍋」 を提供するビジネスプランを

収支計画と共に作成していた。また、使わない学校など

の建物が多く 存在するため、「 廃校サバイバル」 と題し

て、「 サバイバルゲーム」 を展開する事業案を出すなど

課題を明確に理解し、 ビジネスにつなげよう とするも

のばかりであった。 収支計画はまだ改良の余地がある

ものが多かったが、 非常に将来性に溢れる自由な発想

が地域の魅力を引き出していた。  

 

５  振り 返り として 

上天草高校は非常に都市部から離れた場所にあり 、

過疎化している地域で、生徒が小・ 中・ 高とほとんどメ

ンバーが変わらない中で生活しており 、 協同で取り 組

むことに慣れているよう な雰囲気があった。 また外部

からの講演会も多く 、 地域を知る機会も多く あったた

め、 地域理解に基づいた探究活動ができているよう に

感じた。 天草という 町の背景や特色が山北町とは違う

部分があるため、 山北町の魅力を発信することが重要

になってく ると感じている。そのために地域理解をし、

到達点を定め、 今後も取り組んで行く 必要がある。  
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先進校視察報告 2020. 2. 6 

愛知県立海翔高等学校 
教諭  鈴木 竜太朗

 

１  はじめに 

 愛知県立海翔高等学校は普通科と福祉科を併置した

県立高校であり 、普通科の課程には普通コース、スポー

ツコース、環境防災コースが設置されている。海翔高校

は海抜０ メ ート ル地点に位置しているだけでなく 、 近

隣には大きな川が複数流れており 、 台風や大雨による

浸水や地震による津波などの被害を受ける可能性が高

い環境である。普通科の枠の中で「 防災」 をテーマにし

た様々な教育活動を行っており 、本校の「 地域防災」 の

授業や指導の参考となると思い訪問した。  

 

２  海翔高等学校の探究への取組について 

海翔高校の環境防災コースでは３ 年間で 14単位の環

境と防災に関する授業が用意されている。 校外での実

習が多く 実施されるため、 ほとんどの授業が T. T で行

われている。コースでの学びは【 学ぶ】【 体験する】【 伝

える】 のサイクルを意識したもので、生徒が「 正解のな

い答え」 を導き出す力（ ＝生きる力） の育成を目指して

いる。また、環境防災の知識や技能を身に付けるだけで

なく 、 それらの知識や技能を活用して災害時や地域の

防災活動に貢献できる人材の育成を目指している。  

地域の小学校での実習活動の機会も豊富にあり 、 高

校入学後すぐの５ 月には、避難訓練の補助を行う 。１ 年

の後半では小学生と防災かるたで遊んだり 、 小学生向

けに防災クイズを実施したりしている。 また近隣の大

学や地域の NPOから講師を招いて地震や災害、 防災に

関する出前授業を受けることができる。  

避難所では高齢者や障がいを持った人など社会的弱

者を受け入れることがある。 そのよう な状況でも対応

できる力を育むため、 手話の勉強や認知症についての

理解を深める授業も用意されている。  

【 防災教育で育成したい力】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  探究活動の評価開発の取組について 

 生徒の成績は座学と実習の取組状況を１ ： １ の割合

で評価している。 授業では市販の書籍と教員作成のプ

リ ント を主な教材にしており 、 筆記試験は学期末考査

のみ実施される。実習については、それぞれの活動をＡ 、

Ｂ、 Ｃで評価している。  

 

４  各校の情報共有と意見交換 

海翔高校が位置する弥富市は1959年の伊勢湾台風で

甚大な被害を受けており 、 地域全体での防災意識は高

い。そのよう な環境であるからこそ、環境防災について

学ぶことができる学校へのニーズも高いと思われる。

そのよう な地域性もあり 、 地域の方々からの学校活動

に対する理解を得やすく 、 その協力は不可欠である。  

環境防災コースの主な学習活動として、 近隣の小学

校での出前授業が複数回実施されている。 小学校での

授業では海翔高校の生徒も責任感を持って学習や準備

に取り 組むよう である。 また地域と協働した活動やイ

ベント も年間を通じて実施されており 、 生徒と地域住

民との交流の場となっている。  

弥富市には「 愛知県西部防災ボランティ アコーディ

ネーターネット ワークの会」 という NPO団体があり 、

地域の防災活動に貢献している。 海翔高校ではその団

体から講師を派遣してもらい、「 防災ボランティ アコー

ディ ネーター体験講座」 を環境防災コースの生徒全員

が受講する。 学校だけでは活動の内容が限定的なもの

になり がちなので、 地域の資源を大いに活用していく

よう 助言をいただいた。  

さらに、「 アクサユネスコ減災防災プログラム」 を紹

介された。海翔高校はこのプログラムに参加して、全国

に防災教育の仲間ができ、 生徒にとってもよい刺激に

なったそう だ。  

 

５  振り 返り として 

海翔高校は本校と同じ県立高校であり 、 環境防災コ

ースの学習活動に使える費用は決して高く はない。 し

かし、地域の支援や近隣の小・ 中学校との交流が盛んな

こともあり、様々な活動が実施できているのだと思う 。

地域のニーズに応じた学習活動を企画・ 運営している

からこそ、 地域と良好な関係を築けたのだと思う 。  

 

 

災害を生き抜く た
めに必要な知識と
技能を習得する

知識・ 技能を
活用し て災害
時にも 対応で
き る思考力・
判断力を育成

する

地域の防災活
動や復興に参
画・ 貢献でき
る 能力や態度

を 養う
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先進校視察報告 2020. 2. 7 
名古屋市立名東高等学校 

教諭  鈴木 竜太朗

１  はじめに 

 名古屋市立名東高等学校は普通科と国際英語科が

併置された市立高校であり 、昭和59 年の開校時から

国際理解教育や国際的視野に立つ人間の育成を推進

し ている。また平成26 年にはユネスコスクールに認

定され、ESD教育を学校全体で取組んでいる。特に国

際英語科には学校設定教科「 ワールド スタディ ーズ」

が設置されており 、本校のSDGs 教育の参考になると

思い、 訪問した。  

 

２  名東高等学校の探究への取組について 

名東高校では ESD の視点に立った様々な教育活動を

用意し、「 名東版 ESD」 と名付けて学校全体で取り組ん

でいる。 名東高校は国際社会に貢献できる人材の育成

に力を入れており 、 身近な社会的問題のみについて学

ぶのではなく 、 世界の諸問題にも目を向けて学習に励

んでいる。  

 

【 名東版ESDで育む力】  

( 1)  社会の一員として、アンテナを高く 張り、問題

意識を持って思考する力 

( 2)  探究する力 

( 3)  他者に伝える力 

( 4)  他者と協力して問題解決する力 

 

国際英語科の「 ワールド スタディ ーズ」の授業では、

世界の課題について学び、自分の課題を見つけ、解決方

法を考えることに取り 組んでいる。 １ 年生では主に世

界の諸問題について「 知る・ 学ぶ」授業を展開している。

２ 年生ではそれらの学習で得た知識や技能を基にして、

世界の諸問題の解決に向けて自分たちにできることを

模索し、「 発信・ 行動」 する授業を展開している。 また

修学旅行では韓国の高校を訪問し、 現地の高校生と共

に世界の諸問題について考える。 ２ 年生の３ 学期には

これまでの学びを総括し、ESDをテーマにプレゼンテー

ショ ンで課題と解決策を発信する。  

今年度（ 令和元年度）の２ 年生のワールド スタディ ー

ズの授業では、「 SDGs 未来都市名古屋への提言」 をテー 

マにした活動に取組んだ。 11 月から地域研究を行い、

そこから地域の課題を見つけ、 ２ 月にはその解決に向

けた行動提案をプレゼンテーショ ンで発表する。 プレ

ゼンテーショ ンは教員と生徒により評価され、 優れた

提案は名古屋市に向けて実際に提案することができる。 

 

【 提案例（ 一部）】  

  観光客が来てく れる名古屋の街づく り 

  貧困をなく そう  

  住みやすい街づく り 

  国境を越えてつながる街～水とともに～ 

  外国人にやさしい街づく り 

 

３  探究活動の評価開発の取り組みについて 

 生徒の活動は主にワークショ ッ プの成果物やプレゼ

ンテーショ ンの出来、 授業中の取組みに基づいて総合

的に評価している。 前述の名古屋市への提言について

は、 SDGs の視点から課題を考察し、 解決策を提案でき

ているかが特に重点的に評価されている。  

 

【 評価規準】「 SDGs 未来都市名古屋への提言」  

観点① 内容 

  取り組んでいる内容が SDGs の観点に合致した

ものであるといえるか 

  名古屋市に関する現状の問題の分析がなされて

いたか 

  提言がわかりやすく 適切なものであったか 

観点② プレゼンテーショ ン用資料 

  提示された資料（ スライド ） は分かりやすく 、

内容理解を助けるものであったか 

観点③ 話し方 

  声の大きさ、 話すスピード は適切であったか 

 

４  振り 返り として 

名東高校はユネスコスクールの理念を踏まえた学習

活動を学校全体で実施しており、 特に国際英語科の授

業の取組は非常に参考になった。 また名古屋市が SDGs

未来都市に選定されていることも、名東高校のSDGs 教

育の推進につながっていると思った。 神奈川県も SDGs

未来都市に選定されており 、 その推進に向けた意識が

高い自治体である。 県西地区だけでなく 神奈川県の地

域資源を生かした教育活動を企画できれば、 より 充実

した SDGs 教育を展開できるだろう 。  
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先進校視察報告 2020. 2. 7 

茨城県立並木中等教育学校 

教諭  露木 幸子

 

１  はじめに 

 訪問先の茨城県立並木中等教育学校は、 生徒たちが

「 夢」を実現できる教育を提供するとともに、日本の未

来や世界の未来を支えるよう な「 大きな夢」を語れる若

者の育成を目指している。また、その先進的な取組を全

国に発信することにより、「 日本の教育の未来」 に貢献

し、 全国から注目される存在となっている。  

 

２  学校の概要 

 茨城県立並木中等教育学校は前身の並木高等学校か

ら発展し、2008年４ 月に開校した。「 Be a top l earner」

を校是に掲げ、「 人間教育」「 科学教育」「 国際教育」 を

柱とした６ 年間の中高一貫教育を行っている。 近年で

は、卒業生の半数が現役で国公立大学に合格し、医学部

医学科への進学や海外留学等、６ 年間で身に付けた「 真

の学力」 により 、幅広い進路実績をあげている。また、

文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール（ ＳＳ

Ｈ）指定校として、科学教育を積極的に推進している。

さらに、新学習指導要領についても研究を進め、後期課

程（ 高校） で、「 論理国語」 等を開設し、 先行実施を行

っている。 現在、 2015 年度から授業に取り入れた「 ア

クティ ブ・ ラーニング」 をはじめ、ＳＤＧｓ に関連した

「 探究活動」、「 英語の４ 技能習得」、「 Ｉ ＣＴ 教育」など、

多方面で教育活動を展開し、 その過程で身に付けられ

た課題解決能力が「 並木スタンダード 」の成果と評価さ

れている。  

 

３  アクティ ブ・ ラーニングについて 

並木中等の「 アクティ ブ・ ラーナー」 は、 ６ 年間か

けて育成される。 １ ・ ２ 年次を基礎期、 ３ ・ ４ 年次を

充実期、 ５ ・ ６ 年次を発展期と位置付け、 「 科学教 

 

育」 、 「 国際教育」 、 「 人間教育」 が６ 年間を見通し

たプログラムにおいて行われる。 これらの３ 本柱の中

で、 特に「 人間教育」 は生徒を「 アクティ ブ・ ラーナ

ー」 へと成長させる要の取組である。 人間教育では、

１ 年次からプレゼンテーショ ンに取り組むことによ

り、 「 思考・ 判断・ 表現力」 を育成している。 探究活

動等の発表の場だけではなく 、 日常の授業においても

予習や前時の学習に基づいたプレゼンテーショ ンがグ

ループごとに行われ、 話し合い活動へと生かされる。

最先端のI CTと「 アクティ ブ・ ラーニング」 が見事に

調和した授業への日々の取組が「 人間力」 を備えたグ

ローバルリーダーの素地となっている。 また、 上級生

の偉業を手本に、 ６ 年間を通して鍛えられたプレゼン

テーショ ン力の高さは様々な場面で評価され、 これら

の能力を備えた「 アクティ ブ・ ラーナー」 としての成

長の証となっている。 そして、 その成長が進路におけ

る自己実現に反映されている。 東大を始め数々の難関

校への挑戦に臆することなく 臨む姿勢は、 学びや探究

を楽しむ「 アクティ ブ・ ラーニング」 により培われて

きた。 並木中等教育学校では、 主体的、 対話的で深い

学びと定義される「 アクティ ブ・ ラーニング」 が見事

に具現化され、 その教育効果が進路実績により証明さ

れている。  
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４  振り 返り 

 授業に取り 組む生徒たちの目の輝きに感動した。 主

体的、対話的に学習に従事している姿から、学びを楽し

んでいると感じられた。 彼らは学び合う 過程で様々な

発見や閃き、そして試験にも出会う のだと考える。彼ら

の学びのイメ ージを本校の「 未来探究」 の取組に重 

ね、生徒たちが、探究を楽しみながら協同的に活動する

中で、 総合的な人間力が高まるよう 支援したい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


